
 

平成 23 年３月 22 日 

 

各   位 

 

会 社 名 黒川木徳ﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 

代表者名 代表取締役社長 工  藤  英  人 

（コード ８７３７ 大証第２部） 

問合せ先 執行役員管理本部長兼総合企画室長兼財務経理部長 川中 雅浩 

（ T E L  0 3－ 6 8 2 1－ 0 6 0 6） 

 

（訂正）「財政状態及び経営成績に影響を与える事象の発生に 

関するお知らせ」の一部訂正について 

 

 当社が本日発表いたしました「財政状態及び経営成績に影響を与える事象の発生に関するお

知らせ」について、一部誤りがありましたので、下記のとおり訂正いたします。 

 なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

【訂正前】 

３．今後の事業に与える影響 

東北地方太平洋沖地震の発生以降、株式相場は乱高下する不安定な状況であり、追加的な

損失を抑制するため、黒川木徳証券㈱において、３月 15 日以降、一般個人顧客によるオプシ

ョン売建の新規取引の一切禁止など、緊急時の対応を行っております。 

なお、平成 22 年 12 月末における黒川木徳証券㈱の純資産額は 3,266 百万円であり、上記

不足金について貸倒引当金の繰入もしくは貸倒損失を計上した場合においても、平成 23 年３

月末における金融商品取引法に基づき算出した自己資本規制比率は 200％以上の水準を維持

することが見込まれ、金融商品取引業者として事業を行う上での問題はありません。 

 

【訂正後】 

３．今後の事業に与える影響 

東北地方太平洋沖地震の発生以降、株式相場は乱高下する不安定な状況であり、追加的な

損失を抑制するため、黒川木徳証券㈱において、３月 16 日以降、一般個人顧客によるオプシ

ョン売建の新規取引の一切禁止など、緊急時の対応を行っております。 

なお、平成 22 年 12 月末における黒川木徳証券㈱の純資産額は 3,266 百万円であり、上記

不足金について貸倒引当金の繰入もしくは貸倒損失を計上した場合においても、平成 23 年３

月末における金融商品取引法に基づき算出した自己資本規制比率は 200％以上の水準を維持

することが見込まれ、金融商品取引業者として事業を行う上での問題はありません。 

以 上 

 


